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14 のテーマで総合的・学術的能力がつく中･上級教材
そう ごう てき がくじゅつてき のうりょく ちゅう じょうきゅうきょうざい

『国境を超えて』
こっ きょう こ

　『国境を超えて』は初級を終了した文科系学
こっきょう こ しょきゅう しゅうりょう ぶん か けいがく

生を対象とした中･上級用教材です。大学で日
せい たいしょう ちゅう じょうきゅうようきょうざい だいがく に

本事情・異文化などを学ぶ日本人学生･留学生
ほん じ じょう い ぶん か まな に ほんじんがくせい りゅうがくせい

が共通に関心を持つような「開発の功罪」、「環
きょうつう かんしん も かいはつ こうざい かん

境問題」、「グローバル化時代の課題」、「人材育
きょうもんだい か じ だい か だい じんざいいく

成」など 14 のテーマがあります。
せい

　この教材の特徴は、それぞれのテーマが大学
きょうざい とくちょう だいがく

の学部において必要と思われる知識内容や専門
がく ぶ ひつよう おも ち しきないよう せんもん

語彙をもとに選ばれていることと、それぞれの
ご い えら

読み物が問題提起をしていて留学生と日本人
よ もの もんだいてい き りゅうがくせい に ほんじん

学生の共同学習を可能にしていることの二つ
がくせい きょうどうがくしゅう か のう ふた

です。

　もともと日本の大学で学ぶ留学生を対象と
に ほん だいがく まな りゅうがくせい たいしょう

したものですが、海外でも日本事情という　
かいがい に ほん じ じょう

点から自国の場合と比較しながら学べます。
てん じ こく ば あい ひ かく まな

▽ 読解から口頭表現へ
どっ かい こう とうひょうげん

ステップを踏んで
ふ

　「本文編」の課の構成は以下のとおりです。
ほんぶんへん か こうせい い か

二つの読解素材（本文①と②）、聞く練習、タ
ふた どっかい そ ざい ほんぶん き れんしゅう

スクです。読解素材の一つは文章、もう一つは
どっかい そ ざい ひと ぶんしょう ひと

口頭表現です。それぞれの読み物について内容
こうとうひょうげん よ もの ないよう

理解の質問があります。さらに本文の内容を言
り かい しつもん ほんぶん ないよう い

い換えたり、キーワードを使い口頭表現能力も
か つか こうとうひょうげんのうりょく

高めるよう工夫されています。次の「聞く練
たか く ふう つぎ き れん

習」では先の読解素材（本文①と②）で扱った
しゅう さき どっかい そ ざい ほんぶん あつか

テーマにつき、座談会､学生の話し合い､講義な
ざ だんかい がくせい はな あ こう ぎ

どで聞き取り能力を身につけるようになってい
き と のうりょく み

ます。そして、各課の終わりのタスクでは意見
かく か お い けん

の対比、反論などの必要な言い方を学んだあと、
たい ひ はんろん ひつよう い かた まな

自分でレポートを書いたり、口頭発表をしたり
じ ぶん か こうとうはっぴょう

するようになっています。

 さらにこの「本文編」を補完する付属教材と
ほんぶんへん ほ かん ふ ぞくきょうざい

して「文型･表現練習編」とカセットテープが
ぶんけい ひょうげんれんしゅうへん

あります。“文型･表現練習編”の各課には漢字
ぶんけい ひょうげんれんしゅうへん かく か かん じ

語彙練習､発音のポイント、文型表現練習、聞
ご い れんしゅう はつおん ぶんけいひょうげんれんしゅう き

き取りのポイント､タスクがあり「本文編」の
と ほんぶんへん

理解を助け日本語での会話能力がつくよう構成
り かい たす に ほん ご かい わ のうりょく こうせい

されています。

▽ 関心のあるテーマだけでも
かん しん

 この教材の使い方として、一課ずつ進める方
きょうざい つか かた いっ か すす ほう

法もありますが、学生が関心のあるテーマだけ
ほう がくせい かんしん

を選んで進める方法もあります。また、時間の
えら すす ほうほう じ かん

関係で「本文編」だけを使い、テーマについて
かんけい ほんぶんへん つか

の内容理解をした後で、学生の話し合いへ導く
ないよう り かい あと がくせい はな あ みちび

ことも可能だと思います。
か のう おも
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　「日本語の教材や図書に関する新しい情報がほしい」という海外の先生方の声をよく
に ほん ご きょうざい と しょ かん あたら じょうほう かいがい せんせいがた こえ

聞きます。このコーナーでは、最近出版された日本語教材や参考書を中心に紹介してい
き さいきんしゅっぱん に ほん ご きょうざい さんこうしょ ちゅうしん しょうかい

きます。誌面の制約上、一回に多くの本を紹介できませんが、「海外の先生にとって使
し めん せいやくじょう いっかい おお ほん しょうかい かいがい せんせい つか

いやすい教材」「授業や研究の役に立つ本」、また、「知っていると便利な図書・資料」
きょうざい じゅぎょう けんきゅう やく た ほん し べん り と しょ し りょう

などを取り上げます。
と あ
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　この本で取り上げられている会話は、ほとん
ほん と あ かい わ

ど初級文型です。初級の段階からビジネス日本
しょきゅうぶんけい しょきゅう だんかい に ほん

語の勉強を始めたい人に、特に役に立つ本です。
ご べんきょう はじ ひと とく やく た ほん

　全体は 45 課からなります。３課から５課で
ぜんたい か か か

一つのまとまりを構成し、「紹介する」「意思を
ひと こうせい しょうかい い し

表明する」「質問する」「話しかける」「依頼する」
ひょうめい しつもん はな い らい

「了解する」「断る」「相談する」「許可を求める」
りょうかい ことわ そうだん きょ か もと

「確認する」「助言する」「挨拶する」など、12
かくにん じょげん あいさつ

の表現意図を扱っています。
ひょうげん い と あつか

　難易度順になっていないので、どこからでも
なん い ど じゅん

学習できます。巻末の状況一覧表（日本語・英
がくしゅう かんまつ じょうきょういちらんひょう に ほん ご えい

語）を使って、「電話で話す」「上司に相談する」
ご つか でん わ はな じょう し そうだん

などの状況設定から、その時のニーズに合わせ
じょうきょうせってい とき あ

て、各課を検索することもできます。
かく か けんさく

　各課の最初には、短い会話があります。この
かく か さいしょ みじか かい わ

会話で、その場面のポイントを確認します。付
かい わ ば めん かくにん ふ

属の CD で耳から確認するのもいいでしょう。
ぞく みみ かくにん

次に語彙、会話、表現についての説明（英語）
つぎ ご い かい わ ひょうげん せつめい えい ご

があります。キーセンテンスには簡単なドリル
かんたん

がついています。なお、すべての漢字にふりが
かん じ

ながついています。

　ふつう初級であまり扱われない待遇表現につ
しょきゅう あつか たいぐうひょうげん

いては、各課で①会話に、上下関係、男女、ウ
かく か かい わ じょう げ かんけい だんじょ

チとソトの記号をつける、②よく使う表現につ
き ごう つか ひょうげん

いて「と言いますと」「って言うと」のように
い い

ペアで取り上げ、丁寧さを比べる、などの工夫
と あ ていねい くら く ふう

をして、理解を助けています。
り かい たす

　 各 課 の 最 後 で、
かく か さい ご

「おみやげ」「あく

しゅ」「めいし」など、

ビジネスの背後に
はい ご

ある文化事情が簡
ぶん か じ じょう かん

潔に解説されてい
けつ かい せつ

ます（英語）。
えい ご

　各表現意図の最後には、談話の型を練習する
かくひょうげん い と さい ご だん わ かた れんしゅう

復習がついています。これがマスターできたら、
ふくしゅう

初級文型だけでも、ビジネス場面での基本的な
しょきゅうぶんけい ば めん き ほんてき

会話ができるでしょう。
かい わ
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　この本は、これまで「本ばこ」のコーナーで
ほん ほん

紹介してきた本とは、ある意味でちょっと違い
しょうかい ほん い み ちが

ます。というのは、この本は外国人のためでは
ほん がいこくじん

なく、もともとは日本人のために書かれたもの
に ほんじん か

だからです。日本人が社会に出たときに必要と
に ほんじん しゃかい で ひつよう

される実践的な<口頭表現>の力を、さまざま
じっせんてき こうとうひょうげん ちから

な練習を通じて身につけるための本です。
れんしゅう つう み ほん

 しかしこの本は、以下に見るように、日本語
ほん い か み に ほん ご

教育の中・上級レベルの教授活動に利用できる
きょういく ちゅう じょうきゅう きょうじゅかつどう り よう

要素をそなえていると考えられるので、ここで
よう そ かんが

紹介します。
しょうかい

　本文は 10 の章からなっています。内容は「あ
ほんぶん しょう ないよう

いさつ・紹介」「スピーチ」「電話・アポイント」
しょうかい でん わ

「敬語」「依頼・承諾・断り・感謝」「面接」「報
けい ご い らい しょうだく ことわ かんしゃ めんせつ ほう

告」「説明・プレゼンテーション」「ディスカッ
こく せつめい

ション」「ディベート」です。本の後半には、
ほん こうはん

これらの各章に対応したタスクシートが用意さ
かくしょう たいおう よう い

れています。

　各章は、まずその章の活動目標、次にそのテー
かくしょう しょう かつどうもくひょう つぎ

マに関連する文章、と続き、最後に「フロー
かんれん ぶんしょう つづ さい ご

チャート」があります。これは、タスクを行う
おこな

時の活動の流れを
とき かつどう なが

図にしたものです
ず

が、同時にこれは
どう じ

<日本語の談話に
に ほん ご だん わ

おける標準的な流
ひょうじゅんてき なが

れ・構成>を示し
こうせい しめ

た資料と考えるこ
し りょう かんが

とができるもので

す。

 例えば、ロールプレイなどの活動を行おうと
たと かつどう おこな

する場合、日本語の談話に関する知識が必要と
ば あい に ほん ご だん わ かん ち しき ひつよう

なってきますが、教師にこの知識が不足してい
きょう し ち しき ふ そく

ることから、効果的なロールプレイができない
こう か てき

ことがよくあります。そのようなときはこの

チャートが役に立ちます。ここには、例えば
やく た たと

「承諾する」や「断る」のように、いくつかの
しょうだく ことわ

パターンが含まれ、しかもそれらの流れだけで
ふく なが

なく具体的な会話例も載っているので、上手に
ぐ たいてき かい わ れい の じょう ず

使えば、変化のあるロールプレイを授業に取り
つか へん か じゅぎょう と

入れる上で教師にとって役に立つ道具になるで
い うえ きょう し やく た どう ぐ

しょう。
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初級文型でビジネス会話を
しょきゅうぶん けい かい わ

『「ジェトロビジネス日本語能力テスト」入門
に ほん ご のう りょく にゅう もん

わかるビジネス日本語』
に ほん ご

談話の流れをおさえた教室活動のために
だん わ なが きょうしつ かつ どう

『スキルアップ日本語表現』
に ほん ご ひょう げん
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　この本は、言語習得研究・言語教育研究の成
ほん げん ご しゅうとくけんきゅう げん ご きょういくけんきゅう せい

果を紹介し、その観点から日頃の教室活動の中
か しょうかい かんてん ひ ごろ きょうしつかつどう なか

でどんな学習が行われているかを分析し、また
がくしゅう おこな ぶんせき

研究成果をふまえてどのような学習の場を新し
けんきゅうせい か がくしゅう ば あたら

くデザインし提供できるのかを、わかりやすく
ていきょう

解説した教師用参考書です。
かいせつ きょう し ようさんこうしょ

　第一章では、「言語習得を促進させるものは
だいいっしょう げん ご しゅうとく そくしん

何か」を探求する言語習得研究の流れについて
なに たんきゅう げん ご しゅうとくけんきゅう なが

概観しています。第二章では、言語の理解過程
がいかん だい に しょう げん ご り かい か てい

（読む・聴く）に関する研究、第三章では、産
よ き かん けんきゅう だいさんしょう さん

出過程（書く・話す）に関する研究について整
しゅつ か てい か はな かん けんきゅう せい

理し、そこから得られる教育現場への示唆を提
り え きょういくげん ば し さ てい

示しています。
じ

 第四章では、まず、既存の教材や実際の教室
だいよんしょう き そん きょうざい じっさい きょうしつ

活動の例をいくつかとりあげ、学習者が経験す
かつどう れい がくしゅうしゃ けいけん

ると思われる学習のプロセスを分析していま
おも がくしゅう ぶんせき

す。例えば、「例を参考にして、友達を何かに
たと れい さんこう ともだち なに

誘うためのメモを書く」というタスクが与えら
さそ か あた

れた時、与えられ
とき あた

た例を見ながら機
れい み き

械的に文型や語彙
かいてき ぶんけい ご い

を入れかえるだけ
い

で、実際の言語使
じっさい げん ご し

用を意識しない学
よう い しき がく

習者がいることを
しゅうしゃ

指摘しています。そして、前半３章の内容をふ
し てき ぜんはん しょう ないよう

まえ、教師が教材の使い方や教室活動の手順な
きょう し きょうざい つか かた きょうしつかつどう て じゅん

どに工夫を加えることによって、実際の言語使
く ふう くわ じっさい げん ご し

用場面に近づけることができ、学習者はより能
よう ば めん ちか がくしゅうしゃ のう

動的、自立的に学習に取り組めるようになるこ
どうてき じ りつてき がくしゅう と く

とを具体的にわかりやすく述べています。
ぐ たいてき の

　この本の豊富な実例から、教師は自分の教室
ほん ほう ふ じつれい きょう し じ ぶん きょうしつ

活動を振り返り、さまざまな研究で明らかに
かつどう ふ かえ けんきゅう あき

なったことを現場でどのように実践していけば
げん ば じっせん

よいのかを考えることができます。また、理論
かんが り ろん

をもっと勉強したいと考えている人は、専門書
べんきょう かんが ひと せんもんしょ

を読む前の予備知識の確認に、活用することが
よ まえ よ び ち しき かくにん かつよう

できるでしょう。

●データ●

　ことばの意味の広がりや使い方の広がりは言
い み ひろ つか かた ひろ げん

語によって違うので、外国語の類似表現を使い
ご ちが がいこく ご るい じ ひょうげん つか

こなすのは難しいものです。この辞書はわかり
むずか じ しょ

やすい説明に加えて、用例もたくさんあるので、
せつめい くわ ようれい

ことばの意味を正確に理解したいとき、使い分
い み せいかく り かい つか わ

けに迷ったときにたいへん参考になります。
まよ さんこう

 取り上げられているのは、使い分けの難しい
と あ つか わ むずか

「あける／ひらく」のような項目、302 項目、708
こうもく

語です。それぞれのことばについて、意味・用
ご い み よう

法の説明と用例があります。いろいろな学習段
ほう せつめい ようれい がくしゅうだん

階の学習者が使えるように、見出し語や用例に
かい がくしゅうしゃ つか み だ ご ようれい

はローマ字と英訳がつき、漢字にはふりがなも
じ えいやく かん じ

ついています。また、ことばの意味分野（程度
い み ぶん や てい ど

や量を表すことば、動きを表すことば、ようす
りょう あらわ うご あらわ

を表すことば、心で感じることを表すことば、
あらわ こころ かん あらわ

など）がすぐにわかるように 9 種類の分類記号
しゅ るい ぶんるい き ごう

が使われています。たとえば、「うれしい／た
つか

のしい／ゆかい」の項には「心で感じることを
こう こころ かん

表すことば」の記号（ハート）がついています。
あらわ き ごう

 項目の説明以外に、楽しみながら語句の知識
こうもく せつめい い がい たの ご く ち しき

が整理できるようなコラムも 30 あります。題
せい り だい

名をあげると、「下
めい さ

が る 」「 め ん 類 」
るい

「けっこうです」な

どです。

 巻末の索引には、
かんまつ さくいん

「 ひ ら が な 項 目 索
こう もく さく

引」、「ひらがな語
いん ご

索引」、「ローマ字
さくいん じ

索引英語つき」、「こ
さくいんえい ご

とばの意味分類索
い み ぶん るい さく

引」があり、いろ
いん

いろな引き方がで
ひ かた

きるようになって

います。　

 学習者が自習す
がくしゅうしゃ じ しゅう

るときにも、教師
きょう し

が授業の準備をす
じゅぎょう じゅん び

るときにも役に立
やく た

つ１冊です。
さつ

●データ●

z 岡崎敏雄、岡崎眸、池田玲子（p105 ～
おか ざきとし お おかざきひとみ いけ だ れい こ

107 を 執 筆 ）x 凡 人 社（ 〒 102-0093 東
しっ ぴつ ぼん じん しゃ とう

京都千代田区平河町 1-3-13 菱進平河町ビ
きょう と ち よ だ く ひらかわちょう りょうしんひらかわちょう

ル８F ／ TEL.03-3263-3959 FAX.03-3263-

3116）URL www.bonjinsha.com/index-

j.html E-mail info@bonjinsha.comc2001

年 5 月 10 日 v4-89358-487-1b Ａ５判・
ねん がつ とう か ばん

192 ページ n2,310 円
えん

z広瀬正宜、庄司香久子x講談社インター
ひろ せ まさよし しょう じ か く こ こうだんしゃ

ナショナル（〒 112-8652 東京都文京区音
とう きょう と ぶんきょう く おと

羽 1-17-14 ／ TEL.03-3944-6492 FAX.03-
わ

3944-6394）URL www.kodansha-intl.co.jp

c2001 年 5 月 11 日 v4-7700-2850-4bA
ねん がつ にち

５判・754 ページ n3,990 円
ばん えん

理論と実践の相互交流をめざして
り ろん じっ せん そう ご こうりゅう

『日本語教育における学習の分析とデザイン
に ほん ご きょう いく がく しゅう ぶん せき

言語習得過程の視点から見た日本語教育』
げん ご しゅう とく か てい し てん み に ほん ご きょう いく

用例が多く、ローマ字表記、英訳つきの使い分け辞典
よう れい おお じ ひょう き えい やく つか わ じ てん

『日本語使い分け辞典』
に ほん ご つか わ じ てん

P.191P.138
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P.18 ～ 20 は以下の日本語国際センター専任講師が図書を選び、分担して紹介文を執筆しました。
い か に ほん ご こくさい せんにんこう し と しょ えら ぶんたん しょうかいぶん しっぴつ

雄谷進、大隅敦子、内藤満、島田徳子、木山登茂子（執筆順）
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